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防災
アニメーション

防災ガイド 防災MAP オリジナル
防災BOX

生徒の皆さんが自然災害をイメージ

しやすくなり防災を学ぶ導入として

ご利用いただけます。

一年理科：大地の成り立ちと変化

二年理科：気象とその変化

三年道徳：集団や社会とのかかわり

地図より自宅周辺の災害リスクを

正確に知ります。また、自分ごととして

防災を考えるきっかけになります。

被災時に避難所に届きにくいもの

や、合う合わない(適合性)があるも

のを家族分準備します。

例）コンタクトレンズ・常備薬など

地震の起こるしくみ

液状化のしくみ

❸ 南海トラフ巨大地震
（M9クラス）

❹ 東京湾北部地震 
（M7.0）

（　）内は想定されるマグニチュード

❶ 元禄型関東地震 
（M8.1）

■ 震度7
■ 震度6強
■ 震度6弱

■ 震度5強
■ 震度5弱
■ 震度4

め  あ  て

一章 - ❶　地　震

想定地震とその範
は ん

囲
い

図1  は、横浜市が想定している４つの地震です。４つの地震の位置関係を知りましょう。
❶ 元

げんろくがたかんとうじしん禄型関東地震　(元禄地震の再来を想定)
関東大震災をもたらした大正型関東地震の約２倍のエネルギーを発する地震です。市内の最大震度は７と想定されています。

❸ 南
なん
海
かい
トラフ巨

きょだいじしん
大地震

大津波をもたらすものとして内閣府でも取り上げているマグニチュード9クラスの想定地震です。

❷ 慶
けいちょうがたじしん長型地震　(慶長地震の再来を想定)

東
とう

京
きょう

湾
わん

へ大きな津波をもたらすものとして平成23年度に神奈川県が設定した想定地震です。満潮時には横浜市でも海
かい

抜
ばつ

約4.9メートルまで浸水するものと想定されます。
❹ 東

とうきょうわんほくぶじしん京湾北部地震
横浜市を含む首都圏での影響が極めて大きいとされる地震です。

元禄型地震が発生したら、
どのような被害が想定されるの？

市内の被害状況

図2  の地震マップは、元禄型関東地震がもたらす想定震度を表したものです。市内の最大震度は７と想定されます。

■陸
りく

域
いき

の浅い地震
陸のプレート内部に力が
加わり発生する。

■プレート境
きょう

界
かい

の地震
沈
しず

み込む海のプレートに陸の
プレートが引きずられ、元に
戻ろうとして発生する。

地球の表面は、十数枚の「プレート」と呼ばれる岩
がん

盤
ばん

でおおわれています。これらのプレートの間に力が加わることが、地震を引き起こす原因となってます。

建物倒壊による死者数
1,700人

強い揺
ゆ

れによる建
たてものぜんはんかいすう物全半壊数

137,100棟むね

急
きゅうけいしゃちほうかい傾斜地崩壊による
建物全半壊棟数
443棟

避難者数
577,000人
帰宅困難者
455,000人

火災による建
たてものしょうしつむねすう物焼失棟数

77,700棟
火災による死者数
1,550人

液
えきじょうか
状化による建物全半壊棟数
7,880棟

津波による死者数
595人

津波による建物全半壊棟数
27,000棟

（津波は慶長型地震で想定）

自分の住んでいる場
所の想定震度を確認
してみよう。

出典：防災横浜

砂などの粒
つぶ

同
どう

士
し

がくっつ
いて、その間を水が満た
して地

じ

盤
ばん

を支えている。

地震によって、粒同士の
結合がなくなり、水に浮
いた状態になる。

砂の粒は沈
ちん

下
か

して水と分
離し、地盤の沈下や亀

き

裂
れつ

を引き起こす。

出典：東京都都市整備局

地震のとき、埋
うめ

立
たて

地
ち

では液状化現象が起こりやすいとされています。

❷ 慶長型地震
（M8.5）

液状化によって飛び出したマンホール

写真提供：PIXTA

図2

図1

海の
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横浜市が想定している地震を知り、どのような被害が生じそうか考えることで危機感を持つ。

1703年（元禄16年）に発生した大きな地震（元禄地震）が横浜市に大きな被害をもたらしました。今後も同じような地震が起こると想定されています。

横浜市が想定している４つの地震
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「横浜市危機管理室」と「横浜市消防局」の監修のもと制作した
防災教材セットを「横浜市教育委員会」から全市立中学校に
配布する共創事業です。

クロスカリキュラムに防災（実学）が学べます。
「地震」「風水害」「自助・共助・公助」の3つにテーマ分けした防災ガイドです。中学生に
必要な防災の知識と心構えを一冊のガイドにまとめました。

携帯トイレ

本年度は携帯トイレが付録になり

ます。

付録をもらえる事による
お得感からの興味

配布された防災教材と生徒の皆さんの学びが、

家庭で共有されることによる地域内での防災

意識の向上を目指します。

情報

アイテム

「 風 水 害 」

「自助・共助・公助」

はまっ子防災
プロジェクトのご案内のご案内

PTA連絡協議会 説明資料

こちらの二次元コードから

本説明資料のPDFデータが

ダウンロード頂けます

株式会社ペガサス

● 防災アニメストリーミング 配信

● 防災MAP（他区MAP）の閲覧

※ 両親の仕事場や親戚、友達の町の検索も
　 できます。

ガイドについて官公庁より収集された情報を横浜市

が監修し、先生方に共有するWEBサイトです。災害時

の命の守り方や横浜市の想定・対策などを知り、自助

と共助を学びます。

■ その他 規格進行中
◯

◯

◯

◯

MOVIE・制作者・声優インタビュー

配信（動画）

天気予報士、防災関連専門家のインタビュー

やトークなどの配信

協賛企業PR（外部リンクなど）

活用事例など/学校・地域団体の防災

活動紹介

■ 掲載概要

◯ 趣旨の説明

◯ アイテムの説明

● 協賛企業の紹介
◯ 防災に関する記事

◯ 地域の防災情報

◯ 職業講話の案内

■掲載概要

❶ アニメストリーミング
❷ ガイドPDFデータ DL
❸ 先生用解説書 DL
❹ 解説動画の視聴
❺ ワークシート・参考指導案 DL

防災に興味を持ち、サイト内でも防災学習できるよう、進行中です。

専用WEB
サイトより
ダウンロード
可能

❶
❷

❸

横浜のポータルサイトは

右記の二次元コードから

ご確認いただけます

株式会社ゼンリンによる正確な防災

地図。たった1枚で、被害想定エリア、

広域避難場所、災害時給水所などの

確認ができる安心なハザードマップ。

各地域に応じた情報を掲載しています。

本アニメーションは、横浜市

の中学防災教育で使用さ

れている弊社オリジナル

アニメーションとなります。

３話構成となっており１話・

地震、２話・風水害、３話・

共助と各年次の学習内容

とリンクしています。



　横浜市立根岸中学校（同市磯子区西町）でこのほど、災害へ
の備えなどに理解を深める防災学習が行われた。市と市教育
委員会、防災関連事業などを手がけるペガサス（同市港北区）の
3者が連携して取り組む「はまっ子防災プロジェクト」の一環。
　関東大震災から100年となる今月1日に合わせて実施。
同プロジェクトが制作した防災マップや防災ガイドブックを活用し、
有事の際に自らの命を守るために必要となる知識や備えの大切さ
を学んだ=写真。同校の山岸和美校長は「まずは自分の身を守る
自助を身につけて欲しい。その上で地域防災の担い手に育って
もらえれば」と呼びかけた。
　同プロジェクトは、防災教材を市立中学1年の全生徒に配布
し、分かりやすく防災を学ぶ
ことを目指した共創事業。
明治安田生命や一般社団
法人「F・マリノススポーツ
クラブ」なども参画している。

災害から命守る
知識や備え学ぶ

コンテンツの充実を図るためにアンケートのご協力をお願いいたします。
対象 ： 生徒 / 保護者 / 先生

出典 ： 災害から命守る 知識や備え学ぶ. 神奈川新聞. 2023-09-06,

教材活用後のアンケート結果はこちらからご確認頂けます。

ご協力の程お願い申し上げます。

上記の二次元コードを読み込みことで、過去のアンケート結果をご確認いただけます。

アンケート対象

【 教師 】
アンケート対象

【 生徒 】
アンケート対象

【 保護者 】

※保護者様へのアンケートは、専用のご案内プリントを添えて教材と一緒に納品させていただきます。

https://forms.gle/9SRrxZrX4UtdbrT5A

◯

◯

パソコンまたはスマートフォン、タブレットなどから右記二次元コード
より弊社WEBサイトにアクセスし、アンケートにお答えください。
回答時間の目安は3分～5分です。

こちらの二次元コードを読み取る、または

下記のURLよりアンケートに

ご参加いただけます

保護者用アンケート

アンケート回答はこちらから

※多くのお申し込みをいただいた場合、申し込みを締め切る可能性がありますことをご了承ください。

依頼料金は、
受講人数に関わらず、 でお受けいたします。0円

保護者の方々を対象に「防災講話」を実施しました。

はまっ子防災ガイドに沿って防災についての基本など

を説明しました。サンテレビ提供の動画などを用いて、

理解しやすい説明に努めました。

家庭での学びの共有をテーマに作成し、保護者
の方々も読みやすく仕上げました。講話では各区
のリスクに合わせながら防災についてお話しさせて
いただきます。

神戸市の地方テレビ局『サンテレビ』の阪神大震災
の特集動画を放送いたします。約３０年前の
災害動画になりますが人口の多い都市での地震
災害の状況をお伝えできます。

講話終了後にアンケートを取らせていただき
ました。皆様のお役に立てた内容の回答を多く
いただきました。

生徒の皆さんが授業で視聴するアニメーション
をご準備させていただきます。
【 1話～3話 （計30分） 】

講話の様子、
アンケート結果等は
下記の二次元コードより
ご確認いただけます。

本企画に関する意見、お問い合わせは以下までお願いいたします。

〒222-0033 
神奈川県横浜市港北区新横浜2-6-12 スタッフビル2階
プロジェクトHP ： https://hamakko-bousai.yokohama/

担当者  平野 圭輔

株式会社ペガサス

▼ メールでのご相談はこちら
info@hamakko-bousai.yokohama
または、右記のお問い合わせフォームよりお問い合わせください。

▼ お電話でのご相談はこちら

045-565-9936☎

職業講話が依頼可能な企業の一例

※個人情報のご記入をお願いする場合がございます。


